
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千代田区教育委員会事務局 

令和８年２月 
 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 いじめ問題調査委員会資料 



2 

 

令和７年度 いじめについて （千代田区教育委員会指導課） 

 

１ 千代田区立学校におけるいじめ 

（１）いじめ認知件数  

※令和７年度 本区在籍児童生徒数 4,358人 小学校→3,239人 中・中等教育学校→1,119人 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（１１月末） 

件数 31件 ２２件 ３４件 ４６件 ４５件 ２１件 

（２）経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「千代田区いじめ防止等のための基本方針」におけるいじめ解消の定義は「いじめに係る行為が止んでいる状態 

が相当の期間（３か月を目安）継続していること」「被害児童等が心身の苦痛を感じていないこと」となっていて、謝罪

等をもって安易な解消としないようにしている。なお、いじめの解消の認知については、担任や校長、ＳＣ等による本人

及び保護者へのヒアリングを定期的に行うとともに、各学校実施のいじめアンケートや学校生活アンケート（WEBQU）

の結果等を踏まえ総合的に判断している。 

 なお、いじめ重大事態の発生件数は令和５年度（小２件、中・中等０件）、令和６年度（小１件、中・中等１件）、令和７

年度７月末時点（小２件、中・中等１件）である。 

※（ ）の数字は解消件数    

【特徴】 
いじめの認知件数は、令和４年度から全体的に増加傾向である。各校がいじめの早期発見・早期解決に向け、軽

微な事案についても積極的にいじめと認知していることが要因と考えられる。 
【今後に向けて】 
◆いじめ及びいじめの重大事態について周知・徹底（いじめ重大事態のガイドライン・いじめ総合対策（第三次）） 
◆千代田区いじめ方針の改訂     
◆各校の学校いじめ防止基本方針の見直し及び改訂  
 

２  千代田区のいじめ対策事業について 

※別紙①参照 

 

３  いじめの詳細について 
（１）令和３～６年度 いじめ発見のきっかけ（複数回答） 

 R3 R4 R5 R6 
学級担任が発見した ２ ２ ４ ８ 
学級担任以外の教職員が発見した ０ ０ ３ ４ 
養護教諭が発見した ０ ０ １ ０ 
ＳＣ等の相談員が発見した ０ １ ０ １ 
アンケート調査など学校の取組から発見した ０ ２ ０ ３ 
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本人からの訴え ６ ８ １４ １６ 
当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え １１ １７ １９ １９ 
児童生徒（本人を除く）からの情報 １ １ ２ １ 
保護者（本人の保護者を除く）からの情報 １ ４ ０ １ 
地域の住民からの情報 ０ ０ ３ ０ 
学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報 ０ ０ ０ ０ 
その他（匿名による投書など） ０ ０ ０ ０ 

 
 （２）令和３～６年度 いじめの態様（複数回答） 

 R3 R4 R5 R6 
冷やかしやからかい、悪口や嫌なことを言わ
れる。 

１５ ２５ ３４ ２７ 

仲間はずれ、集団による無視をされる。 ２ ３ ３ ５ 
軽くぶつかられたり遊ぶふりをしてたたかれたり
蹴られたりする 

６ １０ １１ ６ 

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られ
たりする 

６ ９ ５ ６ 

金品をたかられる ０ ０ ０ ０ 
金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨
てられたりする 

４ １ ２ １ 

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされ
たり、させられたりする 

４ ０ ３ ０ 

パソコンや携帯電話で、ひぼう・中傷や嫌なこ
とをされる 

０ ２ ４ ２ 

その他 １ ３ ５ ８ 
 
（３）令和３～６年度 いじめる児童生徒への特別な対応（複数回答） 

 R3 R4 R5 R6 
ＳＣ等の相談員がカウンセリングを行った １ ３ ３ ８ 
校長、教頭が指導した ７ １２ ２２ １４ 
別室で授業を行った ２ ０ ０ ２ 
年度途中に学級替えをした １ １ ０ １ 
退学・転学 ２ ０ ０ ０ 
停学 ０ ０ ０ ０ 
出席停止 ０ ０ ０ ０ 
自宅学習・自宅謹慎 ０ ０ １ ２ 
訓告 ０ ０ １ ０ 
保護者への報告 １７ ２８ ３８ ２４ 
いじめられた児童生徒やその保護者に対
する謝罪の指導 

１３ １２ ２２ ２２ 

関係機関等との連携 ３ ２ ４ １０ 
 
（４）令和３～６年度 いじめられた児童生徒への特別な対応（複数回答） 

 R3 R4 R5 R6 
ＳＣ等の相談員が継続的にカウンセリング
を行った 

３ ９ １１ ９ 

別室の提供や常時教職員が付くなどして、
心身の安全を確保した 

１１ １８ ２０ １４ 

緊急避難として欠席させた １ ０ １ ２ 
学級担任や他の教職員等が家庭訪問を実
施した 

２ ０ ２ ０ 

年度途中に学級替えをした ０ １ ０ ０ 
当該いじめについて、教育委員会と連携し
て対応した 

９ ６ ３ ２ 

児童相談所等の関係機関と連携して対応し
た（健サポも含む） 

３ １ １ ０ 

関係機関との連携 ※令和６年度からの新規
項目 

   ２ 

   ※警察等の刑事司法機関との連携１件、地域の人材や団体等との連携１件 



4 

 

 

令和７年度 不登校について （千代田区教育委員会指導課） 

 

１ 千代田区立学校における不登校 

文部科学省の調査では、不登校児童生徒とは、「何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背

景により、登校しないあるいはしたくともできない状況にあるために年間３０日以上欠席した者のうち、病気や経

済的な理由による者を除いたもの」と定義している。 

（１）経年変化 
※令和７年度 本区在籍児童生徒数 4,358人 小学校→3,239人 中・中等教育学校→1,119人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【特徴】 
不登校児童生徒数は、令和４年度から全ての学校種において減少傾向である。 

 

（２）不登校出現率 

校種 
出現率 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R６ 

小 

全国 0.7 0.8 1.0 1.3 1.7 2.1 ２．３ 

東京都 0.74 0.8８ 1.06 1.33 1.78 ２．２１ 2.22 

千代田区 1.15 1.70 1.49 1.34 1.３３ ０．８１ 1.06 

中
・中

等 
全国 3.７ 3.9 4.1 5.0 ６．０ ６．７ ６．８ 

東京都 4.33 4.７６ 4.93 5.76 6.85 ７．８ 7.68 

千代田区 2.96 2.68 5.39 ４．３９ ５．７６ ５．９６ ４．７５ 

 

２  令和６年度 不登校児童・生徒の主な要因（複数回答あり） 
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３  千代田区の不登校対策事業について 
※別添①参照 
 
①校内教育支援センター（スペシャルサポートルーム） 
【成果】 
・SLS（スクールライフサポーター）を小学校２名、中学校に１名配置しており、担当者が固定されたことにより、落ち着
いて対応することが可能となった。子どもたちも安心して通室することができる。 
・各校、実態に即し、弾力的に運用を進めているため、不登校または教室不適応の子どもたちの居場所となっている。 
【課題】 
・不登校の子どもへの柔軟な対応が難しい教員がいることも事実であり、利用する時間を限定してしまうことがあるこ
と。 
・保護者から利用の相談があっても管理職に情報が共有されず、担任が利用可否について判断してしまうケースがあ
る。 

 
➁はくちょう教室 
【成果】 
・適応指導員を４名体制（教員経験者２名、心理職２名）で行っているため、専門性を活かした個別の支援を充実する
ことができる。 
・年間２回（７月と１２月）のはくちょう教室通室児童・生徒に関する情報交換会を行い、学校と共通認識のもと支援を
行うようにしている。 
【課題】 
・長期休業中のみならず、日頃からの学校との情報共有をより密にしていくこと。 
・通室している児童・生徒の同教室での活動についてより学校・担任が関わっていくこと。 
 
➂バーチャル・ラーニング・プラットフォーム（VLP） 
【成果】 
・明確な成果としてはまだ把握できていない。 
【課題】 
・VLP を楽しい空間にするため、学習よりも「遊び」「楽しいこと」をメインにした空間づくりを目指し、産学官連携を充
実させていく。 

 
④フリースクール等民間施設との連携 
【成果】 
・フリースクール等民間施設と指導課との連絡会を３回開催、今後の連携の方向性や互いの活動や事業について情
報共有を行っている。 
・指導課のみならず関係機関との連携を高めるため２月に SC 連絡会にフリースクール等民間施設等の代表者を招
聘して情報共有を行う。 
【課題】 
・学校とフリースクール等民間施設との連携が十分ではない。 
→今後、フリースクール等民間施設と学校との連絡会も計画していく。 
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